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柔道競技における年代別，階級別に応じた試合での決まり技の特徴： 
高校生および大学生の男子柔道選手を対象として 
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Characteristics of winning techniques in judo matches according to age group and weight category 
: a study of male high school and university judo players 
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Abstract 
     The purpose of this study was to analyze trends in winning techniques (kimari-waza) during matches 
among male high school and university judo players, categorized by age group and weight class. Specifically, 
it aimed to identify techniques that are more susceptible to rule changes as well as those that exhibit 
consistent, universal patterns, and to provide evidence-based insights applicable to coaching practice. 
     Based on the video from the 2024 all japan high school championships judo competition and the 
all japan student judo weight category championships, the analysis targeted 131 high school and 153 
university matches that ended in ippon. The collected data were organized and collated into two 
categories (i.e., nage-waza and katame-waza) and eight categories (i.e., te-waza, koshi-waza, ashi-
waza, ma-sutemi-waza, yoko-sutemi-waza, osaekomi-waza, shime-waza, and kannsetu waza). 
     The results indicated that ashi-waza were the most frequently used across both age groups, 
suggesting their importance regardless of competitive level or age. In addition, by technique name, it 
was confirmed that in ashi-waza, the proportion of uchi-mata was high among high school students 
and osoto-gari was high among university students, in te-waza the proportion of seoi-nage was high, 
and in koshi-waza the proportion of harai-goshi was high in both age groups. Furthermore, by weight 
category, a significant bias was observed in the proportion of winning techniques. Therefore, because 
winning techniques tend to have different characteristics depending on age and category, it is 
necessary to provide instruction that takes into account the physical and technical characteristics of 
the players. In addition, the techniques used frequently change due to the influence of trends in 
techniques and rule changes, and flexible instruction is required to respond to these changes. 
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１．緒⾔ 

 近年，技術の進歩とデータ収集の⾼度化により，スポーツにおける競技分析の重要性が⼀層⾼まって

いる．競技分析は，選⼿のパフォーマンス向上，リスク管理，戦術の最適化など多岐にわたる側⾯で有

⽤な情報を提供できるものであり，これまでにも様々な競技において実践例が報告されてきた

（Benjamin, 2013）．競技分析は⼀般的に，主観的分析と客観的分析に分類され，具体的な数字などデー

タに基づく分析は後者にあたる（宮副ほか, 2007；鈴⽊, 2005）．例えば，サッカーやラグビー，バスケ

ットボールなどでは，GPS 技術や映像解析を駆使したデータ分析が定着し，戦術検討やコーチングに不

可⽋な存在となっている（Benjamin, 2013；⻄嶋ほか, 2023；⽊内, 2024；恩塚, 2024）．このような分析

は，競技現場における意思決定を科学的に⽀える基盤として重要な役割を果たしている． 

 その中で，柔道における競技分析では，公益財団法⼈全⽇本柔道連盟事務局情報戦略部の試合映像分

析システムである「D2I-JUDO」が導⼊されている（窪⽥, 2023）．このシステムにより，選⼿や審判の

特徴，決まり技１）の傾向などが客観的に分析できるようになり，試合映像を⽤いた分析の効率性が向上

した．これにより，各年代や階級別の技術的傾向を把握することで，実践的なコーチングへの応⽤が期

待されている．三宅ほか（2015）は，柔道競技分析の意義として，講道館柔道の国際普及状況の確認（中

村ほか, 2002），強豪選⼿への対策（三宅ほか, 2014），⼤会の位置づけの明確化（村⼭ほか, 2005）など

を挙げており，競技分析は競技⼒向上のみならず競技の発展に寄与することを⽰している． 

 先⾏研究では，講道館杯や世界選⼿権⼤会などの⼤会を対象に，決まり技の傾向についての知⾒が蓄

積されてきている（三宅ほか, 2024, 2025）．例えば，世界選⼿権⼤会を対象とした分析では，男⼦選⼿

は⼿技や真捨⾝技による投技，⼥⼦選⼿は抑込技，絞技，関節技による固技で勝利する傾向が指摘され

ている（三宅ほか, 2025）．しかし，こうした研究の多くは国内外の代表選⼿を対象としており，国内の

⼩学⽣や中学⽣，⾼校⽣，⼤学⽣年代を対象にした検証は限定的である（塚⽥, 1996；松本ほか, 1994）．

さらに，先⾏研究は旧ルール下のデータに基づいており，現⾏ルール 2)や階級区分に対応した最新デー

タによる分析は⼗分に⾏われていない．そのため，事例的な報告にとどまっており，指導現場で活⽤可

能な具体的な知⾒としては限られているのが現状である． 

 また，柔道競技の特徴として，ルールが頻繁に改正される点が挙げられる．国際柔道連盟（IJF）が定

める試合審判規程は，原則としてオリンピック・サイクルを起点として改正が⾏われ，継続的に⾒直さ

れてきた（川⼾・南條, 2023）．2025年 1⽉からは「有効」の復活を含む新ルールが導⼊され，国際⼤

会で適⽤されている（全⽇本柔道連盟, online）．このルール変更が，競技内容に⼤きく影響を与えるこ

とはすでに指摘されており（⽯川ほか, 2009；中村ほか, 2002），選⼿やコーチによる継続的な競技分析

と適応が重要であると指摘されている（Barreto et al., 2022）．したがって，選⼿が選択する技術や戦術，
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戦略も変化していくため（Ahmedov et al., 2020），最新の試合データに基づく競技分析の必要性は極め

て⾼いと⾔える．特に，⾼校⽣および⼤学⽣といった技術的に成熟する時期にある競技者を対象とした

研究は乏しく，この年代特有の競技特性を把握することは，今後の⼀貫した指導体制の構築や競技⼒向

上に役⽴つものと考えられる． 

 さらに，⾼校⽣以上は⼤学⽣，⼀般と同様の階級区分が適⽤されるため，現⾏の階級区分に基づいた

年代別，階級別の技術的傾向を明らかにすることは，現場での効果的なコーチングや実践形式の練習の

計画に⼤きく貢献すると考えられる．実際，異なる⾝体的特徴を持つ柔道選⼿では，戦術的嗜好や技の

効果に影響を与える可能性（Degoutte et al., 2003；Boguszewski, 2011）や軽量級選⼿は⽴ち技を多⽤す

る傾向があることが指摘されている（Miarka et al., 2014; Brabec et al., 2024）．したがって，効果的なコ

ーチングには年代別，階級別の技術的傾向や戦術的特徴が必要である． 

 他⽅，現⾏ルール下での傾向を正しく評価するには，過去のルールとの⽐較を通して競技者の決まり

技の選択に関する特徴や傾向を抽出することが重要である．競技データの継続的な分析は，傾向や改善

点を特定することで，トレーニング内容の開発に役⽴つことが報告されている（Farruh et al.,, 2024）．

旧ルールのデータは，ルール改正による影響度を評価するための基盤となり，改正の影響が⼤きい部分

と⼩さく普遍的な傾向を識別する⼿がかりを提供することができる．この分析により，ルール改正後も

有効な指導⽅法の構築が可能となるため，競技⼒向上に向けた効果的なコーチングに不可⽋である． 

 そこで，本研究では，⾼校⽣および⼤学⽣男⼦柔道選⼿を対象に，試合における決まり技の傾向を年

代別・階級別に分析し，ルール改正の影響が⼤きい部分と⼩さく普遍的な傾向を明らかにすることで，

現⾏ルールとの⽐較のための分析基盤を構築し，指導現場で活⽤可能な知⾒を提供することを⽬的とす

る． 

 

２．⽅法 

2.1 対象 

 本研究では，⾼校⽣および⼤学⽣の男⼦柔道選⼿を対象とし，それぞれ以下の⼤会における試合結果

を分析した．⾼校⽣については，2024 年全国⾼等学校総合体育⼤会柔道競技⼤会（以下，インターハイ）

の 329試合，⼤学⽣については，2024 年全⽇本学⽣柔道体重別選⼿権⼤会（以下，インカレ）の 349試

合を対象とした． 

 本研究で対象とした⼤会は，公式記録の閲覧が可能であり，かつ全国⼤会として競技レベルが⾼いこ

とを基準として選定した．具体的には，試合結果に関する詳細な公式記録を⼊⼿できること，⼤会の開

催規模が全国レベルであること，IJF審判規定（2022 年〜2024 年）に基づいて実施された試合であるこ
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とを重視した．これにより，技術的特徴の抽出において信頼性の⾼いデータを確保することを⽬的とし

ている．  

 なお，対象とした⼤会においては，⾼校⽣の試合では「指導」の累積による僅差勝が認められる⼀⽅

で，⼤学⽣の試合では僅差によって勝敗が決することはない審判規定となっていた．この審判規定の違

いを考慮した上で，決まり技の明確な⽐較を可能にするために，分析対象は「⼀本勝」で終了した試合

に限定した．その結果，分析対象となった試合数は⾼校⽣ 131試合，⼤学⽣ 153試合であった． 

 

2.2 データの収集 

 WEB 上に公開されているインターハイおよびインカレの試合結果をもとに，「⼀本勝」で終了した試

合データを収集した． 

 インターハイについては，主催者が採⽤している「⼤会記録・速報システム（online）」，インカレに

ついては主催者が採⽤している「SEIKO SPORTS LINK（セイコー，online）」から収集した． 

 

2.3 データの分析 

 収集したデータは，講道館柔道で紹介されている技の名称（全⽇本柔道連盟, 2023）に基づき，Excel

ファイルを⽤いて分類した．さらに，三宅ほか（2025）を参考に投技と固技の 2 分類および，⼿技，腰

技，⾜技，真捨⾝技，横捨⾝技，抑込技，絞技，関節技の 8 分類に整理した．最後に，⾼校⽣および⼤

学⽣それぞれの「⼀本勝」における決まり技の分類毎の数と割合を集計した．なお，⾼校⽣と⼤学⽣の

試合数が異なるため，分類毎に試合数に対する決まり技の発⽣割合を算出し，⽐較可能な形で分析を実

施した． 

 ⾼校⽣，⼤学⽣の決まり技および勝敗の内容については，それぞれ単純集計を実施した．また，⾼校

⽣，⼤学⽣について，①投技と固技の⽐較，②決まり技の⽐較，③階級別の決まり技の⽐較については，

χ2検定と残差分析を実施した．各データの分析には，統計解析ソフトHADを⽤いた．有意⽔準は 5%

未満とした． 

 

2.4 倫理的配慮 

 本研究では，すでに WEB 上で公開されている⼤会結果に基づくデータのみを使⽤した．また，分析

対象としたデータはすべて匿名化されており，個⼈が特定される情報は含まれていない．そのため，本

研究における個⼈情報の保護は⼗分に確保されており，倫理的配慮は⼗分になされていると考える． 
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３．結果および考察 

3.1 勝利内容の⽐較 

 表 1 に，⾼校⽣および⼤学⽣の各試合における勝利内容を⽰した．両者ともに，「⼀本勝」の割合が最

も⾼く，⾼校⽣では 47%，⼤学⽣では 44%と，いずれも全体の 40%以上を占めていた．国際⼤会を対

象にした報告でも，勝利内容について，「⼀本勝」・「合技」の割合が⾼い傾向であることが指摘されてお

り（三宅ほか, 2015），本研究でも同様の結果を⽰した．したがって，国内外問わず「⼀本勝」による決

着が⾼い傾向が⽰唆されており，⼀本を取ることのできる技を⾝に付け，試合で実践できる技術を磨く

ことを重視して，指導することが実際の指導現場では求められる． 

 また，「技有勝」の割合は，⾼校⽣では 30%，⼤学⽣では 24%であり，⾼校⽣の⽅が⾼い傾向が⾒ら

れた．他⽅，反則勝の割合については，⾼校⽣では 11%，⼤学⽣では 17%であり，⼤学⽣の⽅が⾼い傾

向が⾒られた．「合技」による勝利の割合は，同程度であり，両者に⼤きな差は⾒られなかった．したが

って，⾼校⽣は技による決着，⼤学⽣は技による決着に加え，⾼校⽣よりも「反則勝」による割合も⾼

い傾向であることが明らかになった．これらの傾向の要因としては，⼤学⽣の⽅が⾼校⽣よりも技術的

に成熟しているため，選⼿間の実⼒差が僅少になり，技による決着がつきにくくなっていることが考え

られる．その結果，⼤学⽣においては⾼校⽣よりも，ルールを有効に活⽤した戦術などが求められ，⾼

度な試合展開を実⾏するための能⼒が勝敗を決める重要な要因となっていることが⽰唆された． 

 

表 1 ⾼校⽣および⼤学⽣の各試合における勝利内容 

 
 

3.2 2 分類における決まり技の⽐較 

 表 2 に，⾼校⽣および⼤学⽣の「⼀本勝」における決まり技について，2 分類による⽐較を⽰した．

⾼校⽣および⼤学⽣の試合と 2 分類による決まり技との間には，有意な差はみられなかった（χ2=0.56，

df=1，p=0.45）．両者ともに，投技の割合が⾼く，⾼校⽣では 80%，⼤学⽣では 76%と，いずれも全体

n % n %
勝敗の内容

高校生 大学生

一本 131 47% 153 44%

技有 83 30% 83 24%

合技 37 13% 49 14%

合計

11% 17%

281 100% 345 100%

反則 30 60
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の 75%以上を占めていた．他⽅，男⼥別に⽐較した先⾏研究では，男⼦の投技と⼥⼦の固技の割合が⾼

く，男⼦の固技と⼥⼦の投技の割合が低いことが報告されている（三宅ほか, 2025）．また，男⼦と⼥⼦

では，体⼒的な差異が技術に及ぼす影響が強いという指摘がある（出⼝, 2006）．このことから，本研究

で対象とした⾼校⽣と⼤学⽣の男⼦選⼿においては，男⼥の⽐較よりも体⼒的な差異が少ないために，

年代による投技と固技の割合に⼤きな違いが⽣じなかったことが考えられる．したがって，決まり技に

ついて，投技と固技の 2 分類による⽐較については，男⼥の性差による影響は⽣じるものの，⾼校⽣と

⼤学⽣間の年代別による影響は少ないことが⽰唆された． 

 

表 2 ⾼校⽣および⼤学⽣の試合と 2 分類による決まり技との関係 

 
 

3.3 8 分類における決まり技の⽐較 

 表 3 と図 1 に，⾼校⽣および⼤学⽣の「⼀本勝」における決まり技について，8 分類による⽐較を⽰

した．⾼校⽣および⼤学⽣の試合と 8 分類による決まり技との間には，有意な差はみられなかった

（χ2=12.13，df=7，p=0.10）．他⽅，⾼校⽣と⼤学⽣における決まり技の傾向については，違いが⾒ら

れた．両者ともに，⾜技での「⼀本勝」の割合が最も多く，特に⼤学⽣では全体の 46%と半数程度を占

めていた．次いで，⾼校⽣では⼿技（21%），腰技（15%），抑込技（14%），⼤学⽣では⼿技（19%），

抑込技（16%），腰技（7%）の順に「⼀本勝」の割合が多い傾向である．特に，腰技の割合については，

⾼校⽣と⽐較すると⼤学⽣では半減していた．世界選⼿権に出場している選⼿を対象にした研究でも，

勝利スコア獲得技については男⼥ともに⾜技が最も多く，次いで⼿技が多いことが報告されている（三

宅ほか, 2025）．したがって，決まり技について 8 分類で整理した場合，競技レベルや性差，年代に関係

なく⾜技が最も多く使⽤される技術であることが⽰唆された．⾜技は，相⼿を投げるだけでなく，相⼿

の重⼼を崩すなどの多様な役割も果たしており，⾮常に重要な技術として位置付けられる．そのため，

⾜技が決まり技に占める割合は⼀貫して⾼い傾向にあると考えられる． 

 さらに，⾜技の多⽤は攻撃頻度を⾼め，相⼿に指導（ペナルティ）を与える要因となるため，競技上

の利点となるという指摘もある（Brito et al., 2017）．このことから，柔道における⾜技は単なる投技に

n % n %

χ2 =0.56，p =0.45

合計 131 100% 153 100%

24%

決まり技
高校生

n.s.

大学生

投技

固技

結果

105 80%

26 20%

117 76%

36
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とどまらず，試合展開に⼤きな影響を与える要素として位置付けられている． 

 加えて，過去のルールで実施された試合における決まり技の傾向でも，⾼校⽣，⼀般いずれの年代に

おいても⾜技が最も多く，次いで腰技が多いことが指摘されており（松本ほか, 1994；塚⽥, 1996），ル

ール変更が決まり技に⼤きな影響を与えない可能性が⽰唆された． 

 

表 3 ⾼校⽣および⼤学⽣の試合と 8 分類による決まり技との関係 

 

 

図 1 8 分類による決まり技の特徴 

 

3.4 決まり技を技の名称毎に分類した⽐較 

 表 4〜表 5に，⾼校⽣および⼤学⽣の「⼀本勝」における決まり技について，技の名称毎に分類した

内容を⽰した．決まり技の割合として多い，⾜技と⼿技，腰技に着⽬する．まずは，⾜技についてであ

n % n %

28 21% 29 19%
20 15% 10 7%
46 35% 70 46%
9 7% 7 5%
2 2% 1 1%
18 14% 24 16%
6 5% 4 3%
2 2% 8 5%

合計 131 100% 153

χ2 =12.13，p =0.10
n.s.：not significant

100%

結果

絞技

関節技

高校生 大学生

手技

腰技

足技

真捨身技

横捨身技

抑込技

決まり技

n.s.

21%

15%

35%

7%

2%

14%

5%
2%

19%

7%

46%

5%
1%

16%

3%
5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

⼿技 腰技 ⾜技 真捨⾝技 横捨⾝技 抑込技 絞技 関節技

⾼校⽣各分類の割合 ⼤学⽣各分類の割合
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る．⾼校⽣では，内股（28%）が最も多く，次いで⼤外刈（26%）の順であった．他⽅，⼤学⽣では，

⼤外刈（23%）が最も多く，次いで同率で⼤内刈（17%），⼩外刈（17%），内股（17%）であった．次

に⼿技についてである．両者ともに，背負投（⾼校⽣：36%，⼤学⽣：52%）が最も多く，次いで⼀本

背負投（⾼校⽣：21%，⼤学⽣：17%）の順であった．最後に，腰技についてである．両者ともに，払

腰（⾼校⽣：45%，⼤学⽣：40%）が最も多く，次いで袖釣込腰（⾼校⽣：40%，⼤学⽣：30%）の順

であった．国際⼤会における男⼦選⼿の勝利スコア獲得技では，⾜技では内股や⼤内刈，⼩外掛，⼤外

刈，⼿技では背負投や肩⾞，⼀本背負投，腰技では袖釣込腰が多いことが指摘されており（三宅ほか, 2024, 

2025），本研究においても⼀部同様の傾向がみられた．これらの技は，いずれの⼤会においても決まり

技として多く使⽤されている．そのため，多⽤されている技について着⽬し，技によるポイントを取ら

れない対策を取ることができるようにする必要がある． 

 他⽅，国内の選⼿を対象にした先⾏研究において，⾼校⽣および⼀般の決まり技の傾向では，⾜技で

は内股，⼿技では背負投が最も多く，次いで体落，腰技では払い腰が多い傾向であることが報告されて

いる（塚⽥, 1996）．さらに，本研究と⽐較すると，過去の決まり技については，⼿技の体落，腰技の払

腰が多く⽤いられている．この要因のひとつとして，当時と現在で実施されているルールの内容が異な

ることが影響していると考えられる．実際，先⾏研究では，ルールの変更が競技内容に⼤きく影響を与

えることが指摘されており（⽯川ほか, 2009；中村ほか, 2002），ルール変更により腰技によってスコア

を獲得する割合が増加し，捨⾝技でスコアを獲得する割合が減少していることが明らかになっている

（三宅ほか, 2015）．そのため，柔道における技術の流⾏も，ルール変更の影響などを受けながら時代と

共に変化しており，そのことが選⼿の得意技の選択に影響し，結果として試合での決まり技の傾向にも

変化をもたらしている可能性が考えられる． 

 ルール変更が技術に影響をもたらすことに関して，⾼橋ら（1996）は場外際の攻防に関する改正が技

の選択に影響したことを⽰し，三⼾ら（2013）は脚取りなどの下半⾝への攻撃防御を禁⽌する⼀連のル

ール改正（2009〜2010 年）によって男⼦において⼀本による決着が増加し，技構成が⼤きく変化した

ことを報告している．これらは，ルール改正が競技の展開を左右する重要な要因であることを⽰唆して

いる． 

 また，2018 年以降の試合時間短縮や「指導」の累積が 4つから 3つで「反則負」となったことで，試

合がダイナミックかつスピーディに変化することが求められる．このような背景から，現代の柔道はル

ールの変更に伴いスピード化が進み，速い動きの中でいかにして強い筋⼒を発揮するかが重要になって

きている（Mackala et al., 2019）と指摘されている．このことは，選⼿の得意技の選択や決まり技の選

択，試合の戦術に⼤きな影響を与えると考えられる． 
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 さらに，最新の改定では，ゴールデンスコアの頻発や「指導」依存による消極的な試合運びを是正し，

技の評価基準を細分化することで，より積極的な技の応酬を促す意図が⾒られる（全⽇本柔道連盟, 

online）．このことは，今後「技による決着」が増えることを⽰唆しており，今回のルール改正を踏まえ

て，威⼒があり，かけやすい技が重要な役割を果たすと考えられる．また，連絡技などを駆使して「有

効」や「技有」を積み重ねる戦術も重要性を増すことが⽰唆される． 

 

表 4 ⾼校⽣の決まり技の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

技の分類 技の名称 60kg級 66kg級 73kg級 81kg級 90kg級 100kg級 100kg超級 各技の合計 各技の割合 n %
背負投 0 4 2 1 1 2 0 10 36%
一本背負投 0 4 1 0 0 1 0 6 21%
体落 0 1 0 2 0 0 0 3 11%
肩車 2 0 0 0 0 0 0 2 7%
隅落 1 0 0 0 0 0 1 2 7%

内股すかし 0 2 0 1 0 1 0 4 14%
小内返 0 0 0 0 1 0 0 1 4%
大腰 0 1 0 0 0 0 0 1 5%
釣込腰 0 1 0 0 0 0 0 1 5%
袖釣込腰 0 1 1 1 3 2 0 8 40%
払腰 0 2 0 1 0 2 4 9 45%
移腰 0 0 0 0 0 1 0 1 5%
出足払 1 0 0 0 0 0 0 1 2%
支釣込足 0 0 1 0 0 0 1 2 4%
大外刈 0 1 1 2 1 4 3 12 26%
大内刈 1 1 0 0 0 1 1 4 9%
小外刈 1 0 0 0 1 0 1 3 7%
小内刈 0 1 1 0 0 0 0 2 4%
内股 1 1 1 5 1 2 2 13 28%
小外掛 0 0 0 2 0 2 2 6 13%
大外落 0 0 0 0 1 0 0 1 2%
大外返 0 0 0 1 0 1 0 2 4%
隅返 0 1 0 2 0 1 0 4 44%
裏投 1 0 0 0 3 0 1 5 56%
谷落 0 0 0 0 0 1 0 1 50%
小内巻込 0 0 0 0 0 1 0 1 50%
崩袈裟固 0 0 2 0 0 0 0 2 11%
後袈裟固 0 1 0 0 0 0 0 1 6%
肩固 1 0 2 1 1 1 0 6 33%
上四方固 0 0 1 0 1 0 0 2 11%
崩上四方固 0 0 0 0 1 0 0 1 6%
横四方固 0 0 1 0 0 1 2 4 22%
縦四方固 0 1 0 0 0 0 1 2 11%
送襟絞 0 1 1 0 0 1 0 3 50%
片羽絞 2 0 0 0 0 1 0 3 50%
腕緘 0 1 0 0 0 0 0 1 50%

腕挫十字固 1 0 0 0 0 0 0 1 50%

手技 28 21%

腰技 20 15%

足技 46 35%

真捨身技 9 7%

横捨身技 2 2%

抑込技 18 14%

絞技 6 5%

関節技 2 2%
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表 5 ⼤学⽣の決まり技の特徴 

 
 

3.5 階級別の決まり技の⽐較 

 表 6 に，⾼校⽣および⼤学⽣の「⼀本勝」における決まり技について，階級別に分類した内容を⽰し

た．⾼校⽣および⼤学⽣の試合と階級別に分類した決まり技との間には，有意な差がみられた

（χ2=125.83，df=91，p=0.01）． 

 ⾼校⽣においては，60kg 級で絞技（17%），66kg 級で⼿技（44%），73kg 級で抑込技（40%），90kg

級で真捨⾝技（20%），100kg 級で横捨⾝技（8%）の割合が有意に⾼かった．また，⼤学⽣においては，

60kg 級で関節技（13%），66kg 級で関節技（17%），90kg 級で⾜技（65%）の割合が有意に⾼かった．

他⽅，⾼校⽣において，66kg 級で⾜技（16%）の割合が有意に低かった． 

 また，表 7 に，⾼校⽣および⼤学⽣の「⼀本勝」における決まり技について，階級別に⾼校⽣と⼤学

⽣を合算した上で分類した内容を⽰した．⾼校⽣および⼤学⽣の試合と階級別（⾼校⽣と⼤学⽣合算）

に分類した決まり技との間には，有意な差がみられた（χ2=84.31，df=42，p=0.00）． 

 60kg 級で関節技（11%），66kg 級で⼿技（38%）および関節技（10%），73kg 級で抑込技（31%），

81kg 級で真捨⾝技（12%），100kg 級で横捨⾝技（7%），100kg超級で⾜技（55%）の割合が有意に⾼か

技の分類 技の名称 60kg級 66kg級 73kg級 81kg級 90kg級 100kg級 100kg超級 各技の合計 各技の割合 n %
背負投 3 5 1 4 0 1 1 15 52%
一本背負投 1 0 2 0 1 1 0 5 17%
背負落 0 0 1 0 0 0 0 1 3%
体落 0 0 0 0 0 2 0 2 7%
肩車 1 0 2 0 0 0 1 4 14%

内股すかし 1 0 1 0 0 0 0 2 7%
大腰 0 0 1 0 0 0 0 1 10%
袖釣込腰 0 1 0 0 1 1 0 3 30%
払腰 0 0 1 0 0 0 3 4 40%
跳腰 0 0 0 0 2 0 0 2 20%
出足払 0 0 0 0 1 0 0 1 1%
支釣込足 0 1 0 0 0 0 0 1 1%
大外刈 3 1 1 2 2 1 6 16 23%
大内刈 1 1 2 1 4 1 2 12 17%
小外刈 1 2 2 2 1 2 2 12 17%
小内刈 1 0 0 2 0 1 1 5 7%
内股 1 1 4 2 3 0 1 12 17%
小外掛 0 1 1 0 1 2 2 7 10%
足車 1 0 0 0 0 0 0 1 1%
大外車 0 0 0 1 0 0 0 1 1%
大内返 0 0 0 0 1 0 0 1 1%
内股返 0 0 0 1 0 0 0 1 1%
隅返 2 0 0 1 0 0 0 3 43%
裏投 1 0 0 2 0 0 1 4 57%

横捨身技 小内巻込 0 0 0 0 0 1 0 1 100% 1 1%
袈裟固 0 1 0 0 0 0 0 1 4%
崩袈裟固 1 0 0 1 0 1 0 3 13%
肩固 0 0 1 0 0 0 0 1 4%
上四方固 1 0 2 0 0 1 1 5 21%
横四方固 0 0 2 0 1 3 1 7 29%
縦四方固 1 0 2 1 1 0 2 7 29%
送襟絞 0 0 0 1 0 0 1 2 50%
片手絞 0 0 1 0 0 0 0 1 25%
三角絞 0 1 0 0 0 0 0 1 25%
腕挫十字固 3 2 0 1 1 0 0 7 88%
腕挫三角固 0 1 0 0 0 0 0 1 13%

手技 29 19%

腰技 10 7%

足技 70 46%

真捨身技 7 5%

関節技 8 5%

抑込技 24 16%

絞技 4 3%
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った．他⽅，60kg 級で腰技（0%），66 kg 級で⾜技（26%），100 kg超級で⼿技（7%）の割合が有意に

低かった． 

 以上の結果から，階級や年代によって，試合での決まり技には偏りがあることが確認された．この傾

向は，先⾏研究（Degoutte et al., 2003；Boguszewski, 2011）で指摘されているように，⾝体的特性が戦

術的嗜好や技の効果に影響を与えるという知⾒と⼀致する．これらの知⾒に基づくと指導場⾯では⾝体

的特性を把握した上でのコーチングが求められてくる．柔道では，体幹筋⼒が技の成否に影響すること

（Iwai et al., 2008；春⽇井ほか，1997）や性別及び階級によって試合中に選択される技が異なり，その

傾向は投技の⽣態学的特性に基づいていることが報告されている（Stanisław et al., 2013）．例えば，重

量級選⼿では体幹の安定性を活かした⼤外刈や内股，軽量級選⼿ではスピードを活かした背負投や⼀本

背負投が選択されやすいことが考えられる．したがって，各階級や年代の特性を考慮した技術的指導が

重要であることが⽰唆された．さらに，特定の階級や年代で多く使⽤される技については，指導場⾯で

それらの技に対する対策の練習などを意図的に取り⼊れていく必要がある． 

 

表 6 ⾼校⽣および⼤学⽣の試合と階級別による決まり技との関係 

 

 

表 7 ⾼校⽣および⼤学⽣の試合と各階級別（⾼校⽣と⼤学⽣合算）による決まり技との関係 

 

n % n % n % n % n % n % n % n % n % n % n % n % n % n %

手技 3 25% 6 26% △ 11 44% 5 28% 3 20% 7 26% 4 21% 4 18% 2 13% 1 5% 4 15% 4 22% 1 5% 2 8%

腰技 0 0% 0 0% 5 20% 1 6% 1 7% 2 7% 2 11% 0 0% 3 20% 3 15% 5 19% 1 6% 4 21% 3 12%

足技 4 33% 8 35% ▼ 4 16% 7 39% 4 27% 10 37% 10 53% 11 50% 4 27% △ 13 65% 10 38% 7 39% 10 53% 14 56%

真捨身技 1 8% 3 13% 1 4% 0 0% 0 0% 0 0% 2 11% 3 14% △ 3 20% 0 0% 1 4% 0 0% 1 5% 1 4%

横捨身技 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% △ 2 8% 1 6% 0 0% 0 0%

抑込技 1 8% 3 13% 2 8% 1 6% △ 6 40% 7 26% 1 5% 2 9% 3 20% 2 10% 2 8% 5 28% 3 16% 4 16%

絞技 △ 2 17% 0 0% 1 4% 1 6% 1 7% 1 4% 0 0% 1 5% 0 0% 0 0% 2 8% 0 0% 0 0% 1 4%

関節技 1 8% △ 3 13% 1 4% △ 3 17% 0 0% 0 0% 0 0% 1 5% 0 0% 1 5% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

χ2 =125.83，df=91，＊p =0.01，△：有意に高い（p<0.05），▼：有意に低い（p<0.05）

決まり技

90kg級

高校生 大学生

100kg級

高校生 大学生

73kg級

高校生 大学生

81kg級

高校生 結果大学生

60kg級

高校生 大学生

100kg超級

高校生 大学生

66kg級

高校生 大学生

＊

n % n % n % n % n % n % n %

手技 9 26% △ 16 38% 10 24% 8 20% 3 9% 8 18% ▼ 3 7%

腰技 ▼ 0 0% 6 14% 3 7% 2 5% 6 17% 6 14% 7 16%

足技 12 34% ▼ 11 26% 14 33% 21 51% 17 49% 17 39% △ 24 55%

真捨身技 4 11% 1 2% 0 0% △ 5 12% 3 9% 1 2% 2 5%

横捨身技 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% △ 3 7% 0 0%

抑込技 4 11% 3 7% △ 13 31% 3 7% 5 14% 7 16% 7 16%

絞技 2 6% 2 5% 2 5% 1 2% 0 0% 2 5% 1 2%

関節技 △ 4 11% △ 4 10% 0 0% 1 2% 1 3% 0 0% 0 0%

決まり技

χ2 =84.31，df=42，＊p =0.00，△：有意に高い（p<0.05），▼：有意に低い（p<0.05）

100kg級 100kg超級60kg級 66kg級 73kg級 81kg級 90kg級
結果

＊
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４．結論 

 本研究では，⾼校⽣および⼤学⽣男⼦柔道選⼿を対象に，試合における決まり技の傾向を年代別・階

級別に分析し，ルール改正の影響が⼤きい部分と⼩さく普遍的な傾向を明らかにすることで，現⾏ルー

ルとの⽐較のための分析基盤を構築し，指導現場で活⽤可能な知⾒を提供することを⽬的とした．その

結果，以下の知⾒を得られた． 

1. 決まり技について 8 分類で整理した場合，⾼校⽣，⼤学⽣ともに⾜技が最も多く使⽤される技術で

あり，次いで，⾼校⽣では⼿技（21%），腰技（15%），抑込技（14%），⼤学⽣では⼿技（19%），

抑込技（16%），腰技（7%）の順に「⼀本勝」の割合が多い傾向が⽰された． 

2. 競技レベルや性差，年代に関係なく⾜技が最も多く使⽤される技術であった．さらに，⾜技の使⽤

頻度に関しては，柔道のルール変更が⼤きな影響を与えない可能性があることが⽰唆された． 

3. 技の名称毎に決まり技を分類した場合，⾜技においては，⾼校⽣では内股，⼤学⽣では⼤外刈が最

も多く使⽤され，⼿技では，⾼校⽣，⼤学⽣ともに，背負投，腰技では払腰が最も多く使⽤されて

いることが確認された． 

4. ⾼校⽣および⼤学⽣それぞれについて，階級別にみた決まり技の特徴としては，⾼校⽣では，60kg

級で絞技，66kg 級で⼿技，73kg 級で抑込技，90kg 級で真捨⾝技，100kg 級で横捨⾝技の割合が有

意に⾼く，66kg 級で⾜技の割合が有意に低いことが明らかとなった．他⽅，⼤学⽣では，60kg 級

で関節技，66kg 級で関節技，90kg 級で⾜技の割合が有意に⾼いことが確認された． 

5. ⾼校⽣および⼤学⽣を階級別に合算をしてみた決まり技の特徴としては，60kg 級で関節技，66kg

級で⼿技および関節技，73kg 級で抑込技，81kg 級で真捨⾝技，100kg 級で横捨⾝技，100kg 超級

で⾜技の割合が有意に⾼いことが明らかとなった．他⽅，60kg 級で腰技，66kg 級で⾜技，100kg超

級で⼿技の割合が有意に低いことが確認された． 

6. 決まり技の傾向について，技術の流⾏やルール変更の影響などを受けながら時代に応じて変化して

おり，そのことが選⼿の得意技の選択に影響し，結果として試合での決まり技にも変化をもたらし

ている可能性が⽰唆された． 

7. 階級や年代によっても，試合で使⽤される決まり技には偏りがあるため，それぞれの特性を考慮し

た技術的指導が重要であることが⽰された．具体的には，特定の階級や年代で多く使⽤される技に

ついて，指導場⾯でそれらの技に対する対策の練習などを計画的に取り⼊れていくことが求められ

る． 

 本研究では，⾼校⽣および⼤学⽣の国内⼤会を対象に，決まり技の傾向を年代別，階級別に検証した．

これまで，柔道における競技分析研究では，国内外の代表選⼿を対象にした検証は多く報告されてきて
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いるが，国内の⼩学⽣や中学⽣，⾼校⽣，⼤学⽣年代を対象にした検証が乏しいことが研究の背景であ

った． 

 その結果，決まり技の傾向については，年代別，階級別に異なる特徴があることが確認された．その

ため，各年代別，階級別の⾝体的，技術的特徴を踏まえた指導が必要である．加えて，技術の流⾏やル

ール変更の影響などを受け，多⽤される技も変化するため，それらの変化に応じた柔軟な対応が求めら

れる． 

 さらに，勝利内容に着⽬すると，⾼校⽣では技による決着，⼤学⽣では技による決着に加え，⾼校⽣

よりも「反則勝」による割合が⾼い傾向である．この要因としては，⼤学⽣の⽅が技術的な成⻑が⾼く，

相⼿との実⼒差が少なくなるため，技による決着がつくのが難しくなっていることが考えられる．その

ため，技術的な指導だけでなく，ルールなどをうまく活⽤した試合運びや戦術についても，指導できる

環境が重要である． 

 なお，本研究は，⾼校⽣および⼤学⽣それぞれひとつの⼤会を対象としており，事例的な検証にとど

まっている．このように特定の年度・⼤会に依拠することは，当該年度の選⼿や審判傾向などの影響を

強く受ける可能性があり，結果の⼀般化には⼀定の制約がある．したがって，今後の検証において複数

年度・⼤会を対象とした分析が必要である． 

 また，本研究では「⼀本勝」に絞って分析を⾏ったが，これは決まり技の明確な⽐較を可能にするた

めである．この選択により，勝敗を決定づける技術的特徴をより純粋に抽出できると考えられる．他⽅，

「技有」などの他のスコアについての分析を含まないため，試合全体の戦術や流れを把握することには

限界がある． 

 今後は，対象とする⼤会を増やすことで，年代別や性別における特徴の⽐較，分析を実施し，汎⽤性

の⾼いデータを蓄積する必要がある．また，指導現場でのコーチングや効果的な練習を実施するための

実践的に活⽤できる知⾒を提供するためにも，継続的にデータを収集し，事例を積み重ねていきたい．

さらに，2025 年度より審判規定が変更されたことを踏まえ，最新の⼤会について分析し，選⼿の技術

的，戦術的傾向や特徴についてデータを蓄積することも重要である．今後の課題としたい． 

 

注記 

注1） 本研究では，中村ほか（2002）を参考に，「決まり技」を公式記録で⽤いる「⼀本勝」を獲得し

た技と定義し，使⽤している． 

注2） 分析対象として試合は，国際柔道連盟試合審判規定（2022-2024）に基づいて実施されていた．

勝敗の基準は，「⼀本勝」，「合技」，「技有」，「反則負」である．「合技」は，「技有」のスコアを
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2つ取ることにより，「⼀本勝」と同等のスコアになる．「反則負」では，軽微な反則（指導）が

3 回累積した時点または，重⼤な反則をおかした時点で負けになる．また，インターハイでは，

国内⼤会の特別規程として，指導の差によって勝敗が決する「僅差勝」も設けられている．なお，

本研究では，「⼀本勝」で勝敗が決した試合を対象として，「決まり技」を分析の対象としている． 
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